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降雷種ごとの降水量捕捉率推定の試み
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1． は じめ に

　気象 レ
ーダー

による広 域 の 固体降水 の 降水強度

を正確 に推定するため に は、降雪粒子 特性に応 じた
レ ーダー受信 強度と降雪量の 関係 を把握する必要

がある（中井ら 2014）。 その ような情報を得るために、

雪氷防災研 究セ ンター（新潟県長岡市）に設置して い

る気象 レ ーダーの 観測範囲内に、高分解能降雪強

度 、高精度総降水量、降雪粒子 特性鉛直変化 、及
び マ イクロ 波を用 い た雲水 と水蒸気量 を観測する降
雪粒子観測点を 3 か所（長岡、柏崎、上越）に設置し

た 。 2013／14 年冬季からこの 3 サイトで観測を行 っ て

い る。 この 研 究の 中で 、重要なこ との
一

っ は正確な降

雪量 を地上 で測定することである。 しか しながら既存
の 降水量計 の みか ら正確な降雪量を正確に測定す
るこ とは難しい （横山ら 2003）。 そ こで 、 国内で

一
般的

に用 い られて い る降水量計から正 確な降雪量を推定

するために、各降水 量計 の 捕捉特性を評価し 、 測定

値を補正するための 捕捉率 の 推 定を行 っ て い る。 本

稿で は、その試み に っ い て報告する。

2． 降雪種ごとの 降雷量捕捉率の推定方法
　 降雪量捕捉率の 推 定には、世界気象機関（WMO ）
の 固体降水量測定法国際相互 比 較実験（SPICE）プ
ロ ジェ クトに登録して い る上越サイト（新潟県上越市農

研北陸研 究セ ン タ
ー37．12°N 、138．27°E）で 2013／14

冬季に測定した降水量計の データを用い た。使用し

て い る降水量計は 、 気象庁ア メダス で 使用して い る

温水型（RT−3）と浴 水型（RT −4）の 転倒 マ ス 降水量計、
田村式降雪降雨強度計 SR2（Tamura，1993）、重量測
定式 の Geonor降水量計（モ デル ：T −200B−MD −3−W ）、

及 び Thies　Laser　Precipitatlon　Monitor（LPM 、 ディス

ドロ メ
ー

タ
ー）で ある。RT−3、　RT−4 はそれぞ れ助炭有

りと無しのもの を設置した。Geonor は 、 国際比較参照

用二 重柵（DFIR）内に設置した。田村式 降雪降雨強

度計と LPM には、風よけ対策 は講じて い ない。捕捉

率は、DFIR −Ge。nor の 降水量とそれ以外の 降水量
の 比 として 求めた。降雪種の 推定は、LPM から得ら
れ る粒径

一
落下速度の データを基に、1 分間の 降雪

粒子 を代表する質量 フ ラッ クス 中心 （lshizaka　et　 al．
2013）を用 い る方法を使用した。降雪種 は、質量フ ラ

ッ ク ス 中 心 の 粒 径 一
落 下 速度 分 布 を基 に 、霰

（Graupel）、濃 密 雲 粒 付 雪 片 （Densely　 rimed

aggregate ）、雲粒 付雪片（Rimed　aggregate ）、及 び 雲

粒なし雪片（Aggregate）の 4 種に分類 した。

3． 推定結果 と者察

　2014 年冬季全体の 各降水量 計の 降水量捕捉率を

図 1 に示す 。 期間全 体、温度が負の 時、温度が 正 の

時に分けた捕捉率を示 して い る 。 LPM 以外は、2 割

以上も捕捉損失があり、 降雪時の み の観測と考えら

れる温度の 時の 捕捉損失が 4−6 割程度と降雪時の

捕 捉損失が か なり大 きい こ とが分かる 。

　図 2 は 、
LPM で 降雪種分類を行っ たデー

タを用い

て 計算した各降水量計 の 降雪種ごとの 捕捉 率を示 し

て い る。降水量計に よっ て 、捕捉率 の 良い 降雪種が

異なっ て い ることが分かる。霰、濃密雲粒付雪片、雲

粒付雪片、雲粒なし雪片 に分類されたデータから見

積もっ た DFIR−Geonor の 1冬季の積算降水量は、そ

れぞれ 13，9、　12．9、37．6、15．Omm であっ た。　LPM 以

外は捕捉率がほぼ O．6 より小さい の で 、積算降水 量

は 10mm 未満となる。転倒マ ス 型の 降水量計の 分解

能は O．5mm なの で 、積算降水量を 10mm とすると、20
JSiウン トに しか ならない

。
正 確な降雪種ごとの 降雪量

捕捉率を推定するため には、データ数を増やす必要

がある。今冬も観測を行 っ ており、発表時には、今冬

の デー
タも含めた結果を示す予定で ある。また、観測

シ ス テ ム の 設計ミス によるデータ取得 エ ラーが最近発

覚した の で 、 再解析結果で発表する予定で ある。
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図 12014 年冬季全 体の 各降水量計 の 降水量捕捉 率。
　期間全 体、温度 が負の 時、温度が 正 の 時 に分けて 示 し

　てい る。 RT −3，RT −4の 後の WS は 助炭有りを意味する。
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図 22014 年 冬季 の 各 降 水 量 計 の 降 雪種 ごとの 捕捉 率。
　霰（Graupel）、濃密雲 粒 付 雪 片（DR−aggr ＞、雲粒付雪片

　（R−aggr ）、及 び 雲粒な し雪 片 （Aggr）に 分けて 示 して い

　る。

一 99　一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


